
『
古
事
記
』
中
・
下
巻
の
敬
称

中
　
野
　
謙

一

［
キ
ー
ワ
ー
ド
　
①
古
事
記
　
②
中
・
下
巻
　
③
人
名
　
④
敬
称
　
⑤
命
］

『古事記』中・下巻の敬称

　
本
稿
は
『
古
事
記
」
中
・
下
巻
の
人
名
を
対
象
に
、
敬
称
が
ど
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1

に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。
こ
こ
に
い
う
敬
称
は
、
人

名
の
下
に
付
さ
れ
て
敬
意
を
表
す
語
で
あ
る
。
従
来
、
「
命
」
と
「
王
」

と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
っ
た
が
、
『
古
事
記
』
中
の
人
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

全
体
を
捉
え
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
人

名
に
対
す
る
敬
称
を
体
系
的
に
把
握
し
た
う
え
で
、
個
別
の
敬
称
の
意
義

を
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
ま
ず
、
敬
称
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
み

て
い
こ
う
。
中
・
下
巻
の
人
物
呼
称
の
う
ち
、
人
名
に
敬
称
と
み
ら
れ
る

要
素
が
付
さ
れ
た
形
と
人
名
単
独
で
あ
ら
わ
れ
た
形
と
を
併
せ
て
人
名
部

と
よ
ぶ
と
す
れ
ば
、
人
名
部
の
末
尾
に
あ
ら
わ
れ
る
要
素
が
敬
称
の
候
補

と
な
る
。
複
数
の
人
名
部
に
共
通
す
る
末
尾
要
素
を
次
に
挙
げ
て
み
る

（
数
字
は
何
通
り
の
人
名
部
の
末
尾
に
あ
ら
わ
れ
る
か
を
示
す
。
同
一
人

物
が
異
な
る
形
で
み
え
る
場
合
、
単
純
な
異
表
記
や
末
尾
以
外
の
一
部
が

略
さ
れ
た
形
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
を
別
に
数
え
る
。
た
だ
し
、
歌
謡
中
の

人
名
部
は
除
外
）
。

　
　
a
．
命
…
瑠
　
b
．
王
…
鵬
　
c
．
ヒ
甲
メ
甲
（
比
費
・
日
費
・
砒

　
　
責
）
…
6
8
　
d
．
郎
女
…
5
8
　
e
．
天
皇
…
h
　
f
．
宿
祢
…
1
3

　
　
鼠
ヒ
甲
コ
甲
（
日
子
・
比
古
・
砒
古
）
…
9
　
h
．
臣
…
7
　
i
．

　
　
　
　
注
3

　
　
連
（
大
連
を
含
む
）
　
5
　
ー
　
子
…
4
　
k
　
ト
甲
べ
甲
（
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4

　
　
弁
・
戸
弁
）
…
4
　
1
．
建
…
4
　
m
．
郎
子
…
4
　
n
．
ワ
甲
ケ

　
　
乙
（
和
氣
・
別
）
」
・
3
　
0
　
ト
甲
メ
甲
（
戸
責
・
斗
費
）
…
3

　
　
P
御
子
…
3
　
儀
大
臣
…
3
　
r
．
太
子
…
3
　
s
．
宇
迦
斯

　
　
…
2
　
t
．
師
木
…
2
　
u
　
伊
呂
仔
…
2
　
v
．
ミ
甲
（
美
・

　
　
見
）
…
2
　
W
．
垂
根
…
2
　
x
．
意
富
美
…
2
　
又
吉
師
…
2

　
　
z
．
王
子
…
2

ど
こ
ま
で
を
一
要
素
と
み
な
す
べ
き
か
、
厳
密
に
は
判
断
し
が
た
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
5

も
含
ま
れ
る
が
、
敬
称
で
な
い
こ
と
の
明
ら
か
な
s
・
t
を
除
く
二
四
種

3



に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
二

　
敬
称
の
候
補
と
な
る
要
素
に
は
、
そ
の
下
に
別
の
要
素
を
と
り
う
る
も

の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
c
・
f
・
9
・
1
・
n
は
前
者
で
、

次
の
よ
う
に
末
尾
と
な
ら
ず
、
「
命
」
や
「
王
」
な
ど
の
下
接
す
る
例
が

あ
る
。

　
　
c
　
富
登
多
多
良
伊
漬
漬
岐
比
費
命
（
神
武
記
）
・
糠
代
比
費

　
　
　
　
注
6

　
　
　
　
王
（
敏
達
記
）

　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
注
7
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
f
　
建
内
宿
祢
命
（
仲
哀
記
）
・
志
夫
美
宿
祢
王
（
開
化
記
）

　
　
g
神
倭
伊
波
礼
砒
古
命
（
神
武
記
）
・
沙
本
砒
古
王
（
開
化
記
）

　
　
1
　
倭
建
命
（
景
行
記
）
・
若
建
王
（
同
上
）

　
　
n
　
日
子
刺
肩
別
命
（
孝
霊
記
）
・
朝
庭
別
王
（
開
化
記
）

こ
れ
ら
は
元
来
な
ん
ら
か
の
称
号
で
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
右
の
例
は
敬

称
が
重
な
っ
た
形
の
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て

み
る
か
ぎ
り
、
c
以
下
は
人
名
本
体
の
一
部
分
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
末
尾
に
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
も
の
と
は

区
別
さ
れ
て
よ
い
。

　
右
の
五
つ
と
同
様
に
、
他
の
要
素
が
下
接
し
う
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ

る
。
ー
は
「
賢
持
之
子
」
（
神
武
記
）
・
「
石
押
分
之
子
」
（
同
上
）
・
「
丸
迩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
8

臣
口
子
」
（
仁
徳
記
）
・
「
引
田
部
赤
猪
子
」
（
雄
略
記
）
で
、
神
武
記
の
二

　
　
　
あ

例
は
国
神
の
自
称
で
あ
る
が
人
名
部
に
含
め
た
。
「
　
之
子
」
の
形
が

み
え
る
こ
と
は
「
子
」
の
敬
称
的
な
性
格
を
う
か
が
わ
せ
る
。
し
か
し
、

「
子
」
に
「
命
」
が
下
接
し
た
例
は
な
い
も
の
の
、
「
丸
迩
臣
口
子
」
は

「
口
子
臣
」
と
も
記
さ
れ
、
ま
た
「
目
子
郎
女
」
（
継
体
記
）
の
よ
う
に

「
郎
女
」
が
付
さ
れ
た
形
も
み
え
る
。
u
の
イ
ロ
ド
は
同
母
弟
妹
を
意
味

す
る
が
、
「
蝿
伊
呂
仔
」
（
安
寧
記
）
・
「
漬
費
伊
呂
仔
」
（
欽
明
記
）
は
と

も
に
皇
族
で
あ
る
か
ら
、
称
号
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、

対
義
語
イ
ロ
ネ
に
「
命
」
が
付
さ
れ
た
「
常
根
津
日
子
伊
呂
泥
命
」
（
安

寧
記
）
の
例
が
あ
る
。
v
の
ミ
は
霊
威
を
表
す
と
さ
れ
、
「
岐
比
佐
都
美
」

（
垂
仁
記
）
・
「
前
津
見
」
（
応
神
記
）
は
と
も
に
連
体
助
詞
ツ
を
介
し
た
形

に
な
っ
て
い
る
。
「
和
知
都
美
命
」
（
安
寧
記
）
や
「
大
綿
津
見
神
」
（
上

巻
）
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
W
は
「
建
忍
山
垂
根
」
（
成
務
記
）
・
「
嶋
垂

根
」
（
応
神
記
）
で
、
垂
根
は
足
尼
（
ス
ク
ネ
）
の
転
写
間
に
生
じ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
大
箇
木
垂
根
王
」
（
開
化
記
）
な
ど
が
み
え
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
末
尾
以
外
の
要
素
た
り
う
る
も
の
で
、
敬
称
か
ら
除

か
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ば
ね

　
さ
ら
に
、
h
・
i
・
x
・
y
と
い
っ
た
姓
の
類
も
こ
こ
で
除
い
て
お
く
。

「
吉
備
臣
建
日
子
」
（
景
行
記
）
・
「
丸
迩
臣
口
子
」
（
仁
徳
記
）
・
「
山
部
連

小
楯
」
（
清
寧
記
）
の
よ
う
に
、
「
臣
」
や
「
連
」
は
末
尾
だ
け
で
な
く
氏

と
名
の
間
に
も
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
丸
迩
之
許
碁
登

臣
」
（
反
正
記
）
・
「
山
部
大
楯
連
」
（
仁
徳
記
）
の
よ
う
に
名
の
下
に
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
9

場
合
、
姓
は
明
ら
か
に
敬
称
の
機
能
を
も
つ
。
出
身
氏
族
に
よ
り
固
定
さ

れ
た
特
殊
な
敬
称
と
い
え
る
が
、
以
下
の
考
察
で
は
姓
の
類
を
対
象
外
と

注
1
0

す
る
。

　
残
る
も
の
は
人
名
部
の
末
尾
に
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
そ
の
う
ち

k
・
o
に
つ
い
て
は
、
『
古
事
記
』
に
お
け
る
敬
称
と
考
え
る
必
要
は
な

い
だ
ろ
う
。
ト
メ
・
ト
ベ
は
地
名
に
つ
い
て
そ
の
地
方
の
首
長
を
表
す
も

4



『古事記』中・下巻の敬称

注
1
1

の
で
、

「
宇
沙
都
比
古
」
（
神
武
記
）
な
ど
の
ピ
コ
と
同
様
に
扱
っ
て
よ
い
。

三

　
以
上
に
よ
り
、
敬
称
の
候
補
は
a
・
b
・
d
・
e
・
m
・
P
・
q
・

r
．
z
の
九
種
に
絞
ら
れ
た
。
次
に
、
人
名
部
の
末
尾
の
み
が
変
化
す
る

例
を
み
よ
う
。

　
　
a
l
b
－
e
l
z
　
大
長
谷
命
（
允
恭
記
）
　
　
大
長
谷
王
（
安
康

　
　
　
　
　
記
）
　
　
大
長
谷
天
皇
（
顕
宗
記
）
　
　
大
長
谷
王
子

　
　
　
　
　
　
（
安
康
記
）

　
　
a
－
d
　
手
白
髪
命
（
武
烈
記
）
i
手
白
髪
郎
女
（
仁
賢
記
）

　
　
a
－
P
l
z
　
穴
穂
命
（
允
恭
記
）
ー
穴
穂
御
子
（
安
康
記
）

　
　
　
　
　
1
穴
穂
王
子
（
允
恭
記
）

　
　
a
I
q
l
無
　
建
内
宿
祢
命
（
仲
哀
記
）
1
建
内
宿
祢
大
臣
（
同

　
　
　
　
　
上
）
　
　
建
内
宿
祢
（
孝
元
記
）

a
I
r

b
I
d

bbll
無r

P
l
無

こ
れ
ら
の
要
素
は
、

う
る
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
る
「
郎
子
」
も
含
め
た
九
種
に
つ
い
て
、

て
よ
い
だ
ろ
う
。 白

髪
命
（
雄
略
記
）
　
　
白
髪
太
子
（
同
上
）

飯
豊
王
（
清
寧
記
）
　
　
飯
豊
郎
女
（
履
中
記
）

木
梨
之
軽
王
（
允
恭
記
）
　
　
木
梨
之
軽
太
子
（
同
上
）

建
豊
波
豆
羅
和
氣
王
（
開
化
記
）
1
建
豊
波
豆
羅
和
氣

（
同
上
）

倭
建
御
子
（
景
行
記
）
i
倭
建
（
同
上
）

　
　
m
を
除
き
、
「
命
」
を
中
心
と
し
て
互
い
に
交
替
し

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
郎
女
」
と
対
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
応
同
次
元
の
敬
称
と
認
め

　
『
古
事
記
』
中
・
下
巻
の
人
名
に
お
い
て
は
、
敬
称

「
命
」
・
「
王
」
・
「
郎
女
」
・
「
天
皇
」
・
「
郎
子
」
・
「
御
子
」
・
「
大
臣
」
∴
太

子
」
・
「
王
子
」
と
無
敬
称
と
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
こ
の
う
ち
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
が
「
命
」
で
あ
る
が
、

先
に
他
の
敬
称
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　
1
．
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
2

　
「
王
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
矢
嶋
泉
氏
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
確
認
に
と
ど
め
て
お
く
。
「
王
」
は
次
の
よ
う
に
敬
称
以
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
3

も
用
い
ら
れ
る
が
、
一
貫
し
て
皇
族
の
身
分
を
有
す
る
者
を
表
す
。

　
　
次
師
木
津
日
子
命
之
子
、
二
王
坐
。
…
…
一
子
、
和
知
都
美
命
者
、

　
　
坐
淡
道
之
御
井
宮
。
故
、
此
王
有
二
女
。
（
安
寧
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

右
の
例
で
、
皇
孫
で
あ
る
「
和
知
都
美
命
」
が
「
此
王
」
と
お
き
か
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
王
」
の
語
は
皇
族
の
者
を
意
味
す
る
。
「
王
」
は
人

名
に
付
さ
れ
る
と
敬
称
に
な
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
者
を
皇
族
と
表
示
す
る

機
能
を
も
つ
称
号
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
他
の
敬
称
と
の
関
係
を
み
る
と
、
「
命
」
・
「
郎
女
」
・
「
天
皇
」
・
「
太

子
」
・
「
王
子
」
と
の
間
で
交
替
す
る
例
が
あ
る
が
、
「
命
」
以
外
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
無
敬
称
と
の
交
替
は
「
建
豊
波
豆
羅
和
氣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
4

（
開
化
記
）
の
例
の
み
で
、
こ
れ
は
脱
字
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
て
、

敬
称
が
「
王
」
と
も
「
命
」
と
も
な
る
人
名
は
一
七
あ
る
。
そ
れ
ら
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
5

て
を
こ
こ
で
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
皇
位
継
承
資
格
の
有
無
に

関
わ
る
変
化
と
み
ら
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
意
祁
・
蓑
祁

兄
弟
の
場
合
、
初
出
の
安
康
記
に
「
王
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
清
寧
記
・

顕
宗
記
で
は
「
命
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
市
邊
王
之
王
子
等
」

と
い
う
皇
族
の
一
員
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
皇
位
継
承
予
定
者
に
浮

5



上
し
た
た
め
の
変
化
と
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
注
1
6

　
2
．
郎
子
・
郎
女

　
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
郎
子
」
・
「
郎
女
」
は
、
「
王
」
な
ど
と
異
な
り
、

敬
称
専
用
の
語
で
あ
る
。
「
此
郎
女
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。　

「
郎
子
」
は
次
の
四
名
で
、
「
i
大
郎
子
」
か
「
－
和
紀
郎
子
」
の

形
で
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
。

　
　
宇
遅
能
和
紀
郎
子
（
応
神
記
）

　
　
大
郎
子
、
亦
名
意
富
く
仔
王
（
応
神
記
若
野
毛
二
俣
王
系
譜
）

　
　
波
多
砒
能
大
郎
子
、
亦
名
大
日
下
王
（
仁
徳
記
）

　
　
大
郎
子
（
継
体
記
）

こ
の
う
ち
応
神
記
の
「
大
郎
子
」
は
皇
孫
、
他
の
三
名
は
皇
子
で
あ
る
。

「
宇
遅
能
和
紀
郎
子
」
は
〈
説
話
〉
に
も
そ
の
名
で
み
え
る
が
、
他
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
7

名
は
初
出
箇
所
の
〈
系
譜
部
〉
の
み
が
「
郎
子
」
で
、
下
文
に
あ
ら
わ
れ

る
場
合
は
す
べ
て
「
亦
名
」
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
「
郎
女
」
は
、
皇
女
が
四
五
名
、
氏
族
出
身
の
后
妃
が
一
〇
名
、

皇
女
を
除
く
皇
族
出
身
の
后
妃
が
一
名
で
、
そ
の
他
の
二
名
も
「
丹
波
之

河
上
之
摩
漬
郎
女
」
（
開
化
記
、
皇
孫
「
美
知
能
宇
志
王
」
の
妃
で
垂
仁

后
「
比
婆
漬
比
費
命
」
の
母
）
・
「
藤
原
之
琴
節
郎
女
」
（
応
神
記
、
皇
子

「
若
野
毛
二
俣
王
」
の
女
で
允
恭
后
「
忍
坂
之
大
中
津
比
費
命
」
の
妹
）

と
い
う
こ
と
で
皇
女
・
后
妃
に
準
ず
る
者
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
『
古

事
記
』
に
お
い
て
、
「
郎
女
」
は
皇
女
・
后
妃
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
者

に
限
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
郎
女
」
と
他
の
敬
称
と
の
関
係
で
は
、
「
命
」
・
「
王
」
と
の
交
替
例
が

み
ら
れ
る
。

　
　
軽
大
郎
女
、
亦
名
衣
通
郎
女
。
【
御
名
所
以
負
衣
通
王
者
、
其
身
之
光
自
衣
通

　
　
出
也
。
】
（
允
恭
記
）

右
の
人
物
の
場
合
、
初
出
箇
所
の
〈
系
譜
部
〉
で
は
「
軽
大
郎
女
」
、
亦

名
「
衣
通
郎
女
」
と
さ
れ
な
が
ら
、
亦
名
に
つ
い
て
の
説
明
注
で
は
「
衣

通
ヨ
」
と
敬
称
が
変
更
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
説
話
〉
で
は
「
軽
大

郎
女
」
か
「
衣
通
王
」
で
、
「
衣
通
郎
女
」
は
み
え
な
い
。

　
　
次
妹
青
海
郎
女
、
亦
名
飯
豊
郎
女
。
（
履
中
記
）

　
　
於
是
、
問
日
継
所
知
之
王
、
市
邊
忍
歯
別
王
之
妹
、
忍
海
郎
女
、
亦

　
　
名
飯
豊
王
、
坐
葛
城
忍
海
之
高
木
角
刺
宮
也
。
（
清
寧
記
）

右
の
人
物
も
、
初
出
箇
所
の
〈
系
譜
部
〉
で
は
「
青
海
郎
女
」
、
亦
名

「
飯
豊
郎
女
」
で
あ
っ
た
が
、
清
寧
記
の
皇
位
継
承
次
第
の
記
述
で
は

「
忍
海
郎
女
」
、
亦
名
「
飯
豊
王
」
と
な
り
、
そ
の
後
の
〈
説
話
〉
で
も

「
飯
豊
王
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
継
体
記
の
〈
系
譜
部
〉
に
み
え
る
「
佐

佐
宜
郎
女
」
も
、
〈
説
明
部
〉
で
は
「
佐
く
宜
王
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
み
る
か
ぎ
り
、
〈
系
譜
部
〉
に
「
郎
女
」
と
あ
っ
た
も
の
は
、
〈
説

明
部
〉
や
〈
説
話
〉
な
ど
で
は
「
王
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
「
郎
女
」
の
敬
称
の
ま
ま
で
〈
系
譜
部
〉
以
外
に
も
み
え
る

人
物
も
あ
る
。
右
の
「
忍
海
郎
女
」
の
例
は
系
譜
的
記
述
で
あ
っ
た
か
ら

除
く
と
す
れ
ば
、
「
八
田
若
郎
女
」
・
「
軽
大
郎
女
」
・
「
長
田
大
郎
女
」
の

三
名
で
あ
る
。
允
恭
の
皇
女
に
は
「
　
大
郎
女
」
が
三
名
も
あ
っ
て
、

「
大
郎
女
」
は
必
ず
し
も
長
女
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

「
大
」
・
「
若
」
は
何
ら
か
の
長
幼
関
係
を
表
示
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
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だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
「
－
大
郎
女
」
・
「
　
若
郎
女
」
を
、
単
に

「
ー
王
」
と
お
き
か
え
れ
ば
「
大
」
・
「
若
」
の
も
つ
意
味
が
失
わ
れ
て

し
ま
う
し
、
「
ー
大
王
」
・
「
　
若
王
」
な
ど
と
す
る
の
も
お
ち
つ
か

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
三
名
や
「
宇
遅
能
和
紀
郎
子
」
が
〈
系

譜
部
〉
以
外
に
も
み
え
る
の
は
、
「
郎
子
」
・
「
郎
女
」
を
外
す
適
当
な
方

法
が
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
「
－
大
郎
女
」
・
「
　
若
郎
女
」
や
「
　
大
郎
子
」
で
も
、

仁
徳
記
く
系
譜
部
V
の
「
波
多
砒
能
若
郎
女
、
亦
名
長
目
比
費
命
、
亦
名

若
日
下
部
命
」
は
、
〈
説
明
部
〉
以
下
で
は
「
若
日
下
部
王
」
あ
る
い
は

「
若
日
下
王
」
と
さ
れ
て
お
り
、
「
郎
女
」
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点

は
先
に
み
た
「
大
郎
子
、
亦
名
意
富
く
仔
王
」
と
「
波
多
砒
能
大
郎
子
、

亦
名
大
日
下
王
」
も
同
様
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
〈
系
譜
部
V
以
外
に

も
あ
ら
わ
れ
る
「
八
田
若
郎
女
」
・
「
軽
大
郎
女
」
・
「
長
田
大
郎
女
」
・
「
宇

遅
能
和
紀
郎
子
」
の
四
名
の
う
ち
、
「
軽
大
郎
女
」
だ
け
は
亦
名
「
衣
通

郎
女
」
が
あ
り
な
が
ら
、
次
の
箇
所
で
「
衣
通
王
」
と
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
天
皇
崩
之
後
、
定
木
梨
之
軽
太
子
、
所
知
日
継
未
即
位
之
間
、
軒
其

　
　
伊
呂
妹
軽
大
郎
女
而
、
（
允
恭
記
）

右
の
文
脈
で
は
、
「
木
梨
之
軽
太
子
」
の
同
母
妹
に
ふ
さ
わ
し
い
「
軽
大

郎
女
」
の
名
が
「
衣
通
王
」
と
す
る
よ
り
も
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
特
別
な
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
、
「
郎
子
」
・
「
郎
女
」
の
使
用

は
極
力
避
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
〈
系
譜
部
〉
で
は
原
資
料
の
制
約

に
よ
り
「
郎
女
」
が
残
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
〈
系
譜
部
V
の
な
か
の
説

明
注
で
「
郎
女
」
が
「
王
」
に
改
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
よ

う
な
方
針
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
「
郎
子
」
・
「
郎
女
」
の
敬
称
が
避
け
ら
れ
た
の
か
を
考
え

て
お
こ
う
。
『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
「
郎
子
」
は
皇
子
と
皇
孫
に
、
「
郎

女
」
は
皇
女
・
后
妃
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
者
に
み
え
る
。
そ
れ
ら
は
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
8

お
よ
そ
天
皇
の
近
親
者
に
対
す
る
敬
称
と
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

皇
族
と
非
皇
族
と
の
識
別
が
『
古
事
記
』
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
だ
っ
た

　
　
注
1
9

と
す
れ
ば
、
氏
族
出
身
者
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
る
敬
称
は
、
少
な
く
と

も
そ
の
問
題
の
解
決
に
お
い
て
ま
っ
た
く
無
力
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
『
古
事
記
』
の
成
立
当
時
、
「
郎
子
」
・
「
郎
女
」
は
皇
族
に
対
し

て
不
適
切
な
敬
称
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
継
体
記
ま
で
の
「
郎

子
」
・
「
郎
女
」
に
は
皇
子
女
が
多
い
が
、
そ
の
後
は
皇
女
が
「
春
日
山
田

郎
女
」
（
欽
明
記
）
と
「
漬
加
志
呂
古
郎
女
」
（
用
明
記
）
の
二
名
、
他
に

后
妃
が
三
名
で
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
の
イ
ラ
ツ
コ
（
郎
子
・
郎
・
郎

君
）
・
イ
ラ
ッ
メ
（
郎
姫
・
娘
・
娘
子
）
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
安
閑
紀
以
降

　
　
　
　
　
　
　
注
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
1

で
は
「
坂
田
耳
子
郎
君
」
・
「
上
宮
大
娘
姫
王
」
の
み
が
皇
族
で
あ
る
。
イ

ラ
ッ
メ
は
『
古
事
記
』
成
立
以
前
の
時
点
で
、
す
で
に
皇
女
に
は
用
い
ら

れ
な
く
な
り
、
氏
族
出
身
の
后
妃
か
ら
后
妃
以
外
に
も
広
が
っ
て
い
た
ら

注
2
2

し
い
。
「
郎
女
」
・
「
郎
子
」
は
「
王
」
に
な
い
性
別
表
示
の
機
能
を
有
す

る
と
は
い
え
、
皇
族
に
相
応
の
敬
意
を
表
す
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
『
古
事
記
』
が
そ
の
使
用
を
避
け
た
の
も
当
然
と
い
え
る
。

　
「
郎
女
」
と
「
命
」
と
の
間
で
は
、
仁
賢
記
の
〈
系
譜
部
〉
に
「
手
白

髪
郎
女
」
と
あ
っ
た
も
の
が
次
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

　
　
天
皇
既
崩
、
無
可
知
日
績
之
王
。
故
、
品
太
天
皇
五
世
之
孫
、
震
本

　
　
仔
命
、
自
近
淡
海
國
、
令
上
坐
而
、
合
於
手
白
髪
命
、
授
奉
天
下
也
。

　
　
（
武
烈
記
）
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又
嬰
意
富
祁
天
皇
之
御
子
、
手
白
髪
命
、
【
是
大
后
。
】
生
御
子
、
天

　
　
國
押
波
流
岐
廣
庭
命
。
【
波
流
岐
三
字
以
音
。
】
一
柱
（
継
体
記
）

仁
賢
皇
女
の
一
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
者
が
、
傍
系
の
継
体
の
即
位
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
大
后
と
し
て
皇
位
を
伝
え
る
皇
子
を
生
む
。

「
王
」
と
な
ら
ず
「
命
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
王
」
か
ら
「
命
」
に
変

化
す
る
場
合
と
同
様
、
皇
位
継
承
に
関
わ
る
特
殊
な
資
格
を
有
す
る
者
と

し
て
扱
わ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
3
．
天
皇

　
『
古
事
記
』
中
・
下
巻
は
天
皇
三
三
代
の
治
世
史
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
〈
御
名
＋
天
皇
〉
の
形
が
存
在
す
る
の
は
一
四
名
・
二
六
例
で

あ
る
。
敬
称
と
し
て
の
「
天
皇
」
が
そ
の
地
位
を
表
し
て
い
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

　
さ
て
、
前
代
か
ら
当
代
ま
で
の
天
皇
記
に
お
け
る
天
皇
の
呼
称
の
推
移

に
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
定
型
が
み
て
と
れ
る
。

　
　
此
天
皇
、
嬰
十
市
縣
主
之
祖
、
大
目
之
女
、
名
細
比
費
命
、
生
御
子
、

　
　
①
大
倭
根
子
日
子
國
玖
琉
命
。
…
…
故
、
②
大
倭
根
子
日
子
國
玖
琉

　
　
命
者
、
治
天
下
也
。
（
孝
霊
記
）

　
　
③
大
倭
根
子
日
子
國
玖
琉
命
、
坐
軽
之
堺
原
宮
治
天
下
也
。
④
劉

　
　
劉
、
嬰
穂
積
臣
等
之
祖
、
内
色
許
男
命
妹
、
内
色
許
費
命
、
生
御
子
、

　
　
…
：
㊨
此
天
皇
之
御
子
等
、
井
五
柱
。
…
…
⑥
此
天
皇
御
年
、
伍
拾

　
　
漆
歳
。
御
陵
在
劔
池
之
中
闘
上
也
。
（
孝
元
記
）

①
前
代
の
〈
系
譜
部
〉
と
②
そ
れ
に
続
く
＜
説
明
部
〉
、
さ
ら
に
③
当
代

の
冒
頭
記
述
で
は
、
「
大
倭
根
子
日
子
國
玖
琉
命
」
の
よ
う
に
く
御
名
＋

命
V
で
表
さ
れ
る
。
そ
の
後
は
④
〈
系
譜
部
〉
以
下
、
⑥
「
御
年
」
（
享

年
）
・
「
御
陵
」
の
記
事
に
至
る
ま
で
「
（
此
）
天
皇
」
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
〈
御
名
＋
天
皇
V
の
形
で
は
あ
ら
わ
れ
な
い
天
皇
が
多
い
の
も
当

然
で
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
「
天
皇
」
が
敬
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の

は
む
し
ろ
例
外
的
と
い
え
る
。

　
各
代
を
通
じ
て
み
る
と
、
①
・
②
は
例
外
な
く
＜
御
名
＋
命
〉
と
な
っ

て
い
る
が
、
③
の
敬
称
に
「
命
」
で
は
な
く
「
天
皇
」
が
用
い
ら
れ
る
場

　
　
注
2
3

合
が
あ
る
。
中
巻
の
「
大
帯
日
子
濃
斯
呂
和
氣
天
皇
」
（
景
行
記
）
・
「
若

帯
日
子
天
皇
」
（
成
務
記
）
・
「
帯
中
日
子
天
皇
」
（
仲
哀
記
）
、
下
巻
の

「
天
國
押
波
流
岐
廣
庭
天
皇
」
（
欽
明
記
）
・
「
長
谷
部
若
雀
天
皇
」
（
崇
峻

記
）
、
計
五
例
で
あ
る
。

　
①
・
②
・
③
以
外
は
「
（
此
）
天
皇
」
と
あ
れ
ば
十
分
で
、
天
皇
の
名

が
記
さ
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
天
皇

の
名
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
敬
称
は
必
ず
「
天
皇
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
4

つ
ま
り
〈
御
名
＋
天
皇
〉
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
④
は
③
の
直
後
だ
か
ら
、
各
代
と
も
「
（
此
）
天
皇
」
で
あ
る
。
⑤
皇

子
女
総
数
の
記
述
で
は
、
次
の
二
例
に
か
ぎ
り
天
皇
の
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。　

　
凡
、
此
大
帯
日
子
天
皇
之
御
子
等
、
所
録
廿
一
王
、
不
入
記
五
十
九

　
　
王
、
井
八
十
王
之
中
、
（
景
行
記
）

　
　
凡
此
大
雀
天
皇
之
御
子
等
、
井
六
王
。
【
男
王
五
柱
、
女
王
一
柱
。
】
（
仁

　
　
徳
記
）

後
者
で
は
、
直
前
に
「
又
嬰
庶
妹
八
田
若
郎
女
。
又
嬰
庶
妹
宇
遅
能
若
郎

女
。
此
之
二
柱
、
無
御
子
也
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

皇
子
女
総
数
の
記
述
を
伴
っ
た
〈
系
譜
部
〉
が
子
の
無
い
后
妃
を
記
載
し

8
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た
例
は
こ
こ
以
外
に
な
い
。
「
此
之
二
柱
、
無
御
子
也
」
の
記
述
を
は
さ

む
こ
と
で
皇
子
女
名
か
ら
総
数
記
述
へ
の
連
絡
が
や
や
不
自
然
に
な
っ
た

た
め
、
こ
こ
で
天
皇
の
名
を
再
確
認
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば

前
者
で
も
、
直
前
の
記
述
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
又
嬰

倭
建
命
之
曽
孫
、
名
漬
費
伊
呂
大
中
日
子
王
之
女
、
詞
具
漏
比
費
、
生
御

子
、
大
枝
王
」
の
後
に
「
此
天
皇
」
と
あ
っ
た
な
ら
ば
、
「
倭
建
命
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
5

こ
と
と
誤
読
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
⑥
で
天
皇
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
「
神
倭
伊
波
礼
砒
古
天
皇
」

（
神
武
記
）
・
「
大
帯
日
子
天
皇
」
（
景
行
記
）
・
「
帯
中
津
日
子
天
皇
」
（
仲

哀
記
）
・
「
品
随
天
皇
」
（
応
神
記
）
の
四
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
前
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
皇
子
た
ち
を
主
役
と
し
た
く
説
話
V
が
存
在
す
る
。
単
に
「
天

皇
」
で
は
次
代
天
皇
と
な
る
皇
子
の
こ
と
と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ

た
た
め
、
そ
の
名
を
明
記
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
残
さ
れ
た
例
は
、
い
ず
れ
も
定
型
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
記
述
に
あ
ら
わ

れ
る
。
ま
ず
、
あ
る
天
皇
の
系
譜
に
そ
れ
以
前
の
天
皇
の
名
が
み
え
る
場

合
が
あ
る
。

　
　
天
皇
、
嬰
大
長
谷
若
建
天
皇
之
御
子
、
春
日
大
郎
女
、
生
御
子
、

　
　
…
…
。
（
仁
賢
記
）

こ
の
よ
う
な
場
合
、
人
物
を
特
定
す
る
た
め
に
名
を
記
す
必
要
が
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
様
の
例
と
し
て
、
「
伊
玖
米
天
皇
」
（
景
行
記

倭
建
命
系
譜
）
・
「
意
富
祁
天
皇
」
（
継
体
記
）
・
「
意
祁
天
皇
」
（
宣
化

記
）
・
「
檜
塙
天
皇
」
（
欽
明
記
）
が
あ
る
。
ま
た
、

　
　
故
、
大
帯
日
子
天
皇
、
嬰
此
迦
具
漏
比
責
命
、
生
子
、
大
江
王
。
一

　
　
柱
（
景
行
記
）

と
い
う
記
述
は
倭
建
命
系
譜
の
〈
説
明
部
〉
と
み
な
さ
れ
る
が
、
や
は
り

同
様
に
考
え
て
よ
い
。

　
　
次
沙
本
砒
費
命
、
亦
名
佐
波
遅
比
費
。
【
此
沙
本
砒
費
命
者
、
為
伊
久
米
天

　
　
皇
之
后
。
】
（
開
化
記
）

右
の
説
明
注
は
、
逆
に
後
代
の
天
皇
が
出
て
く
る
点
で
異
例
と
い
え
る
が
、

「
伊
久
米
」
が
記
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
。

　
系
譜
以
外
の
部
分
に
も
以
前
の
天
皇
の
名
が
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
所
治
賜
天
下
、
伊
耶
本
和
氣
、
天
皇
之
御
子
、
市
邊
之
、
押
歯
王
之
、

　
　
奴
末
。
（
清
寧
記
）

右
は
王
子
の
名
乗
り
の
詞
で
あ
り
、
父
祖
の
名
を
明
か
す
と
こ
ろ
に
意
味

が
あ
る
。
顕
宗
記
の
〈
説
話
〉
に
三
度
あ
ら
わ
れ
る
「
大
長
谷
天
皇
」
も
、

文
脈
上
欠
か
せ
な
い
名
で
あ
る
。
武
烈
記
に
み
え
る
「
品
太
天
皇
」
の
名

も
、
皇
位
を
継
承
す
る
継
体
の
系
譜
な
か
で
不
可
欠
な
も
の
と
い
え
る
。

　
あ
と
の
三
例
も
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
事
情
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
故
、
構
其
御
世
、
謂
所
知
初
國
之
御
真
木
天
皇
也
。
（
崇
神
記
）

こ
の
文
で
は
、
「
謂
」
の
前
に
「
号
其
御
真
木
天
皇
」
と
い
っ
た
句
が
略

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
を
下
の
「
御
真
木
天
皇
」
が
補
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

　
　
吾
者
坐
纒
向
之
日
代
宮
、
所
知
大
八
嶋
國
、
大
帯
日
子
濃
斯
呂
和
氣

　
　
天
皇
之
御
子
、
名
倭
男
具
那
王
者
也
。
（
景
行
記
）

小
碓
命
の
名
乗
り
で
あ
る
か
ら
、
「
大
帯
日
子
濃
斯
呂
和
氣
天
皇
」
を
要

す
る
。

　
　
又
、
此
品
陥
天
皇
之
御
子
、
若
野
毛
二
俣
王
、
取
其
母
弟
、
…
…
。

　
　
（
応
神
記
）
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応
神
記
の
〈
説
明
部
〉
は
、
「
此
中
、
大
雀
命
者
、
治
天
下
也
」
の
後
に

説
話
群
が
は
さ
ま
れ
、
皇
子
女
以
下
の
系
譜
の
位
置
が
異
例
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
皇
子
等
に
つ
い
て
「
此
品
随
天
皇
之
御
子
」
と
再
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
敬
称
と
し
て
の
「
天
皇
」
は
、
冒
頭
記
述
を
除
き
、
定
型
の
箇
所
以
外

で
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
天
皇
の
名
を
要
す
る
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
4
．
御
子

　
「
此
天
皇
、
嬰
　
　
、
生
御
子
、
1
」
の
よ
う
に
、
天
皇
の
子
女
は

〈
系
譜
部
〉
に
お
い
て
、
敬
称
に
関
わ
ら
ず
「
御
子
」
と
表
現
さ
れ
る
の

が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
敬
称
と
し
て
「
御
子
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

の
は
三
名
・
五
例
に
す
ぎ
な
い
。
三
名
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
命
」
の
敬
称
で

あ
ら
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
穴
穂
御
子
」
は
、
次
の
よ
う
に

三
例
み
え
る
。

　
　
是
以
、
百
官
及
天
下
人
等
、
背
軽
太
子
而
、
蹄
①
穴
穂
御
子
。
余
、

　
　
軽
太
子
畏
而
、
逃
入
大
前
小
前
宿
祢
大
臣
之
家
而
、
備
作
兵
器
。

　
　
【
余
時
所
作
矢
者
、
銅
其
箭
之
内
。
故
、
号
其
矢
謂
軽
箭
也
。
】
穴
穂
王
子
亦
作
兵

　
　
器
。
【
此
王
子
所
作
之
矢
者
、
即
今
時
之
矢
者
也
。
是
謂
穴
穂
箭
也
。
】
於
是
、

　
　
②
穴
穂
御
子
、
興
軍
圏
大
前
小
前
宿
祢
之
家
。
（
允
恭
記
）

　
　
③
穴
穂
御
子
、
坐
石
上
之
穴
穂
宮
、
治
天
下
也
。
（
安
康
記
）

ま
ず
、
③
冒
頭
記
述
の
例
に
つ
い
て
は
、
「
天
皇
と
し
て
の
資
格
の
欠
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
6

を
敬
称
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
」
と
理
解
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
他
の
二
例

　
　
　
も
　
　
　
ヤ

も
、
「
軽
太
子
」
と
の
関
係
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
「
天
皇
と
し
て
の
資
格

の
欠
如
」
あ
る
い
は
人
格
上
の
欠
陥
を
示
し
た
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い

だ
ろ
う
。
群
臣
が
帰
し
た
人
物
が
皇
位
継
承
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
た
の
が
①
（
結
局
、
允
恭
皇
子
の
世
代
で
天
意
に
適
っ

た
の
は
雄
略
だ
け
で
あ
っ
た
）
、
同
母
兄
に
戦
を
し
か
け
る
と
い
う
不
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
7

徳
に
対
す
る
非
難
を
表
し
た
の
が
②
と
な
ろ
う
。

　
で
は
、
な
ぜ
「
御
子
」
が
そ
の
よ
う
な
欠
格
を
示
す
敬
称
と
な
り
え
た

の
か
。
「
命
」
は
別
に
し
て
、
「
王
」
や
「
王
子
」
で
は
な
く
「
御
子
」
が

用
い
ら
れ
た
の
は
、
「
王
」
字
が
皇
族
表
示
の
機
能
を
も
つ
た
め
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
天
皇
の
子
で
あ
っ
て
も
王
家
の
一
員
と
は
認
定

せ
ず
、
「
御
子
」
と
い
う
続
柄
に
す
ぎ
な
い
敬
称
を
用
い
た
と
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
残
る
二
例
は
い
ず
れ
も
会
話
文
中
に
み
え
、
し
か
も
名
付
け
の
発
言
と

い
う
こ
と
が
共
通
す
る
。

　
　
（
沙
本
砒
責
命
）
答
白
、
「
今
當
火
焼
稲
城
之
時
而
、
火
中
所
生
。
故
、

　
　
其
御
名
宜
稻
本
牟
智
和
氣
御
子
。
」
。
（
垂
仁
記
）

　
　
余
、
其
熊
曽
建
白
、
「
…
…
。
是
以
、
吾
献
御
名
。
自
今
以
後
、
鷹

　
　
構
倭
建
御
子
。
」
（
景
行
記
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
8

こ
れ
ら
の
場
合
、
人
格
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
「
本

牟
智
和
氣
」
の
名
は
他
に
垂
仁
記
の
〈
系
譜
部
〉
に
「
品
牟
都
和
氣
命
」

と
み
え
る
の
み
だ
が
、
「
倭
建
」
は
他
に
＝
二
回
、
「
小
碓
」
や
「
倭
男
具

那
」
を
加
え
る
と
そ
の
名
は
二
〇
回
あ
ら
わ
れ
る
（
ほ
ぼ
「
命
」
か

「
王
」
の
敬
称
を
も
つ
）
。
も
し
人
格
を
問
う
の
だ
と
す
れ
ば
、
右
以
外
に

も
「
御
子
」
の
敬
称
を
用
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
よ
り
も
、
両
名
の

「
御
子
」
が
名
付
け
の
発
言
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
事
情
を
考
慮
す
べ
き

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
敬
称
に
よ
っ
て
、
名
付
け
る
相
手
に
対
す
る
発
話
者

10
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の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
沙
本
砒
責
命
に
と
っ
て
は
本
牟
智

和
氣
が
垂
仁
の
「
御
子
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
熊
曽
建
は
自
分

を
倒
し
た
勇
者
が
実
に
倭
の
天
皇
の
「
御
子
」
で
あ
っ
た
と
感
歎
し
て
い

る
、
と
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
5
．
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
9

　
成
務
記
に
「
建
内
宿
祢
為
大
臣
」
と
あ
る
の
を
う
け
て
、
仲
哀
記
．
応

神
記
で
「
建
内
宿
祢
大
臣
」
の
形
が
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
、
「
大
臣
」
は
そ

の
地
位
に
よ
る
敬
称
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
建
内
宿
祢
は
「
命
」
を
付
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
「
　
大
臣
」

の
文
脈
が
「
沙
庭
」
や
天
皇
へ
の
取
り
次
ぎ
と
い
っ
た
臣
下
と
し
て
の
行

動
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
　
命
」
の
文
脈
で
は
太
子
の
引
率
（
仲
哀
記
）

や
造
池
（
応
神
記
）
の
よ
う
に
通
常
の
臣
下
を
超
え
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
「
大
臣
」
と
「
命
」
と
の
交
替
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
理
解
が
可

能
だ
ろ
う
。

　
「
大
臣
」
の
敬
称
を
付
さ
れ
た
名
と
し
て
は
、
他
に
「
大
前
小
前
宿
祢

大
臣
」
（
允
恭
記
）
・
「
宗
賀
之
稻
目
宿
祢
大
臣
」
（
欽
明
記
、
用
明
記
に

　
　
　
注
3
0

「
稲
目
大
臣
」
）
の
二
名
が
み
え
る
。
稲
目
は
〈
系
譜
部
〉
に
后
妃
の
父
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
大
前
小
前
宿
祢
大

臣
」
の
み
に
ふ
れ
て
お
く
。

　
大
前
小
前
宿
祢
が
「
大
臣
」
の
敬
称
を
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
初
見
の

「
軽
太
子
畏
而
、
逃
入
大
前
小
前
宿
祢
大
臣
之
家
」
と
い
う
一
箇
所
で
あ

り
、
以
下
は
無
敬
称
に
な
っ
て
い
る
。
「
大
臣
」
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、

軽
太
子
が
頼
み
と
し
た
人
物
の
地
位
を
示
す
文
脈
上
の
必
要
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
「
大
臣
」
が
外
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
大
前
小
前

宿
祢
」
が
軽
太
子
を
裏
切
る
よ
う
な
大
臣
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
人
物
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
か
、
あ
る
い
は
「
百
官
及
天
下
人
等
」
に
反
し
て
軽
太

子
に
与
し
た
た
め
「
大
臣
」
の
資
格
を
失
っ
た
こ
と
と
い
う
こ
と
か
、
ど

ち
ら
か
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
6
．
太
子

　
「
太
子
」
と
い
う
地
位
に
も
と
つ
く
敬
称
で
あ
る
。
「
太
子
」
が
付
さ
れ

て
い
る
の
は
、
「
（
木
梨
之
）
軽
太
子
」
（
允
恭
記
）
・
「
白
髪
太
子
」
（
雄
略

記
）
・
「
（
忍
坂
）
日
子
人
太
子
」
（
敏
達
記
）
の
三
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

実
際
に
即
位
す
る
「
白
髪
太
子
」
だ
け
は
「
命
」
の
敬
称
で
あ
ら
わ
れ
る

箇
所
が
あ
る
。

　
「
軽
太
子
」
は
、
允
恭
崩
後
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
〈
説
話
〉
に
お
い

て
は
文
脈
上
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
御
名
代
制
定
の
記
述

に
「
木
梨
之
軽
太
子
」
・
「
白
髪
太
子
」
と
み
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
太
子
伊
耶
本
和
氣
命
」
（
仁
徳
記
）
と
い
う
形
と
の
差
異
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
前
者
は
「
命
」
の
敬
称
を
付
さ
れ
た
例
が
な
い
こ
と
、

後
者
は
『
古
事
記
』
に
記
載
さ
れ
た
雄
略
唯
一
の
皇
子
で
「
太
子
」
の
地

位
が
自
明
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
応
説
明
が
つ
く
。
「
忍
坂
日
子
人

太
子
」
と
い
う
の
は
〈
系
譜
部
〉
に
お
け
る
敬
称
と
し
て
異
例
で
あ
る
が
、

「
坐
闘
本
宮
治
天
下
之
天
皇
」
の
父
で
あ
る
こ
と
に
関
わ
る
と
み
て
誤
り

な
い
。

　
7
．
王
子

　
「
王
子
」
の
敬
称
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
穴
穂
王
子
」
（
允
恭
記
）
．

「
大
長
谷
王
子
」
（
安
康
記
）
の
二
名
・
五
例
で
あ
る
。
「
穴
穂
王
子
」
の

み
え
る
箇
所
は
、
そ
の
前
後
に
「
穴
穂
御
子
」
と
あ
る
箇
所
と
一
連
の
文
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脈
に
位
置
す
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
こ
だ
け
が
「
王
子
」
と
な
っ
て
い
る
理

由
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
即
位
前
の
雄
略
が
「
大
長
谷
王
子
」
と

も
「
大
長
谷
王
」
と
も
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
説
明
し
が
た
い
。

　
そ
こ
で
、
単
に
「
王
子
」
と
い
い
か
え
ら
れ
る
こ
と
の
あ
る
人
物
を
挙

げ
て
い
く
と
、
「
宇
遅
能
和
紀
郎
子
」
（
応
神
記
）
・
「
水
歯
別
命
」
（
履
中

記
）
・
「
穴
穂
王
子
」
（
允
恭
記
分
注
）
・
「
目
弱
王
」
（
安
康
記
）
・
「
市
邊
之

忍
歯
王
」
（
同
上
）
・
「
意
祁
王
」
（
同
上
）
・
「
蓑
祁
王
」
（
同
上
）
の
七
名

と
な
る
。
「
市
邊
王
之
王
子
等
、
意
祁
王
・
衰
祁
王
二
柱
」
と
い
う
記
述

に
着
目
す
れ
ば
、
「
御
子
」
が
原
則
と
し
て
天
皇
の
子
を
指
す
の
に
対
し

て
、
「
王
子
」
は
天
皇
以
外
の
皇
族
の
子
を
指
す
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
（
目
弱
王
も
こ
れ
に
該
当
す
る
）
。
ま
た
、
皇
族
同
士
が
相
対
す
る

際
に
年
少
者
の
方
を
指
し
て
用
い
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
（
大

山
守
命
に
対
す
る
宇
遅
能
和
紀
郎
子
、
墨
江
中
王
に
対
す
る
水
歯
別
命
）
。

し
か
し
、
敬
称
の
例
で
あ
る
「
穴
穂
王
子
」
と
「
大
長
谷
王
子
」
は
と
も

に
天
皇
の
子
で
、
年
少
者
と
み
な
し
て
も
「
御
子
」
あ
る
い
は
「
王
」
と

混
用
さ
れ
る
理
由
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

四

　
以
上
に
み
た
と
こ
ろ
か
ら
、
『
古
事
記
』
の
人
名
に
付
さ
れ
た
敬
称
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
皇
族
に
対
す
る
敬
称
と
し
て
は
、
皇
族
身
分
を
表
示
す
る
意
義

を
も
つ
「
王
」
が
あ
り
、
文
脈
上
の
必
要
に
応
じ
て
「
天
皇
」
・
「
御

子
」
．
「
太
子
」
・
「
王
子
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
た
だ
し
、
「
王

子
」
の
使
用
基
準
は
不
明
）
。
「
命
」
あ
る
い
は
「
郎
子
」
・
「
郎
女
」
を
付

さ
れ
た
皇
族
名
も
多
い
が
、
「
郎
子
」
・
「
郎
女
」
の
〈
系
譜
部
〉
以
外
で

の
使
用
は
避
け
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。

　
一
方
、
臣
下
に
対
す
る
敬
称
と
し
て
は
「
大
臣
」
が
あ
る
が
、
当
然
大

臣
の
職
に
あ
る
者
に
限
ら
れ
る
。
「
命
」
あ
る
い
は
「
郎
女
」
を
付
さ
れ

た
臣
下
の
名
も
み
え
る
が
、
大
多
数
は
無
敬
称
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
「
命
」
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。
敬
称
の
う

ち
、
「
王
」
・
「
天
皇
」
・
「
御
子
」
・
「
太
子
」
・
「
王
子
」
・
「
大
臣
」
が
特
定

の
地
位
や
身
分
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
命
」
と
「
郎
女
」

は
そ
の
よ
う
な
語
で
は
な
い
。
別
の
敬
称
に
替
わ
る
傾
向
の
あ
る
「
郎

女
」
が
除
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
使
い
分
け
ら
れ
る
敬
称
の
な
か
で
「
命
」

の
み
が
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
古
事
記
』
に
お
い
て
「
命
」
の
語
は
、
人
物
呼
称
以
外
に
神
や
天
皇

の
言
葉
あ
る
い
は
命
令
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
本
来
地
位
や
身
分
を

表
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
「
命
」
は
「
王
」
の
よ
う
に
皇
族
に
限
定
さ

れ
ず
、
上
巻
の
「
伊
耶
那
岐
命
」
・
「
伊
耶
那
美
命
」
の
よ
う
な
神
、
あ
る

い
は
「
意
富
多
く
泥
古
命
」
（
崇
神
記
）
や
「
建
振
熊
命
」
（
仲
哀
記
）
の

よ
う
な
臣
下
に
も
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
皇
族
の
者
が

「
命
」
と
さ
れ
る
文
脈
に
お
い
て
、
そ
の
人
物
は
皇
族
身
分
の
標
識
を
も

た
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
「
命
」
は
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
意
義
を
担
う

敬
称
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
義
と
は
、
『
古
事
記
』

の
主
題
で
あ
る
国
家
形
成
や
皇
位
継
承
に
関
わ
る
資
格
を
示
す
こ
と
で
あ

ろ
う
。
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『古事記』中・下巻の敬称

1 注234

『
古
事
記
』
本
文
は
原
則
と
し
て
西
宮
一
民
氏
『
古
事
記
修
訂
版
』

（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
＝
月
）
に
よ
る
が
、
校
訂
に
問
題

の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
真
福
寺
本
の
本
文
を
採
る
。

た
だ
し
、
川
副
武
胤
氏
『
古
事
記
」
（
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
八

月
、
第
二
章
。
『
古
事
記
の
研
究
改
訂
増
補
版
』
〈
至
文
堂
、
一
九

八
一
年
四
月
〉
第
二
章
所
収
）
で
は
、
男
子
の
「
命
」
1
「
王
」

1
称
号
な
し
、
女
子
の
「
命
」
1
「
郎
女
」
1
「
王
」
1
称
号
な

し
、
と
い
う
「
身
分
体
系
」
を
示
す
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
臣
下
の
「
命
」
に
つ
い
て
解
釈
し
が
た
い
よ

う
に
、
厳
密
な
把
握
と
は
い
い
が
た
い
。

継
体
記
の
「
物
部
荒
甲
之
大
連
」
の
み
で
あ
る
。
『
古
事
記
』
の

「
大
連
」
は
職
名
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

「
大
連
」
と
い
う
職
位
の
実
在
は
否
定
さ
れ
て
い
る
（
倉
本
一
宏

氏
「
氏
族
合
議
制
の
成
立
ー
『
オ
ホ
マ
ヘ
ツ
キ
ミ
ー
マ
ヘ
ツ
キ
ミ
』
制

1
」
〈
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
三
一
、
一
九
九
一
年
六
月
〉
。
『
日
本

古
代
国
家
成
立
期
の
政
権
構
造
』
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年

一
月
〉
第
一
部
第
一
章
所
収
V
。
こ
こ
で
は
「
連
」
に
美
称
「
大
」

を
冠
し
た
も
の
と
み
て
、
「
連
」
と
併
せ
て
扱
っ
て
お
く
。

い
ず
れ
も
景
行
記
に
み
え
る
「
熊
曽
建
」
・
「
弟
建
」
・
「
出
雲

建
」
・
「
倭
建
」
を
数
え
た
が
、
「
熊
曽
建
」
が
「
兄
弟
二
人
」
で

あ
る
よ
う
に
、
固
有
の
人
名
と
は
い
い
が
た
い
も
の
も
含
ま
れ
て

い
る
。
な
お
、
倭
建
命
は
一
箇
所
だ
け
諸
本
に
「
倭
建
」
と
な
っ

て
い
る
箇
所
が
あ
っ
て
、
「
命
」
を
補
う
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、

56789

出
雲
建
を
騙
し
討
ち
に
す
る
と
い
う
文
脈
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ

な
く
も
な
い
。

「
宇
迦
斯
」
と
「
師
木
」
は
、
い
ず
れ
も
神
武
記
に
「
兄
ー
」
・

「
弟
　
　
」
の
形
で
み
え
る
。

「
ー
ー
ヒ
メ
王
」
は
「
寳
王
」
の
亦
名
と
さ
れ
た
こ
の
一
例
の
み

で
あ
る
。
ヒ
メ
に
「
命
」
以
外
の
要
素
が
下
接
し
た
例
と
し
て
も
、

ほ
か
に
「
赤
比
費
郎
女
」
（
継
体
記
）
が
み
え
る
の
み
で
あ
る

（
た
だ
し
、
応
神
記
の
分
注
に
「
阿
加
流
比
費
神
」
が
あ
り
、
上

巻
の
神
名
に
「
　
　
ヒ
メ
神
」
は
多
い
）
。
「
　
　
ヒ
メ
命
」
が
六

四
例
を
数
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
　
　
ヒ
メ
王
」
や
「

ヒ
メ
郎
女
」
と
い
う
の
は
人
物
呼
称
と
し
て
や
や
不
自
然
に
感
じ

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
『
続
日
本
紀
』
に
．

み
え
る
「
石
川
朝
臣
大
嚢
比
売
」
（
神
亀
元
年
七
月
庚
午
条
）
が

『
日
本
書
紀
』
で
は
「
大
嚢
嚥
」
（
天
武
二
年
二
月
癸
未
条
）
と

記
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。

こ
の
形
は
応
神
記
・
仁
徳
記
に
も
み
え
る
。
以
下
、
同
様
の
場
合

に
は
初
出
箇
所
の
み
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
ク
ゴ

敏
達
記
の
「
春
日
中
若
子
」
は
、
「
若
子
」
が
年
少
者
を
意
味
す

る
一
要
素
で
あ
る
と
み
て
除
い
た
。
ま
た
用
明
記
に
「
當
麻
之
倉

首
比
呂
之
女
、
飯
之
子
王
」
と
あ
る
が
、
真
福
寺
本
以
外
の
諸
本

に
「
飯
女
之
子
」
と
あ
っ
て
「
王
」
は
術
字
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
こ
こ
で
は
「
－
子
」
に
も
「
1
王
」
に
も
含
め
な
か

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
3

姓
は
令
制
下
に
お
い
て
も
敬
称
の
性
格
を
留
め
て
お
り
、
官
人
の
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呼
び
方
と
し
て
「
先
名
後
姓
」
と
「
先
姓
後
名
」
、
あ
る
い
は

「
去
姓
称
名
」
な
ど
を
位
階
や
場
面
に
よ
り
使
い
分
け
る
べ
き
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
公
式
令
授
位
任
官
条
）
。
『
古
事
記
』
に

も
、
た
と
え
ば
仁
徳
記
の
「
丸
迩
臣
口
子
」
は
天
皇
が
使
者
と
し

て
派
遣
す
る
箇
所
に
み
え
る
が
、
以
後
は
す
べ
て
「
口
子
臣
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
清
寧
記
に
「
山
部
連
小
楯
、
任
針
間
國
之
宰
時

…
」
と
あ
っ
た
者
が
、
下
文
で
「
小
楯
連
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う

な
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
文
脈
に
応
じ
て
書
き
分
け
ら
れ
た
も
の

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

x
は
「
丸
迩
之
比
布
礼
能
意
富
美
」
（
応
神
記
）
・
「
都
夫
良
意
富

美
」
（
安
康
記
）
で
、
オ
ホ
ミ
は
一
応
オ
ホ
オ
ミ
の
約
音
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
後
者
は
「
都
夫
良
意
美
」
と
さ
れ
た
箇
所
も

あ
り
、
そ
の
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仁
賢
の
名
が
「
意

祁
」
と
も
「
意
富
祁
」
と
も
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
オ
ホ

ミ
は
オ
ミ
に
通
ず
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
大

臣
」
や
「
臣
」
と
表
記
さ
れ
た
も
の
と
は
区
別
さ
れ
て
よ
い
。
y

は
応
神
記
の
「
阿
知
吉
師
」
・
「
和
迩
吉
師
」
で
、
キ
シ
は
首
長
を

意
味
す
る
古
代
朝
鮮
語
か
ら
渡
来
系
氏
族
の
姓
と
な
っ
た
ら
し
い
。

他
に
「
阿
多
之
小
椅
君
」
（
神
武
記
）
、
「
阿
知
直
」
（
履
中
記
）
の

例
が
み
え
る
。

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
①
』
（
小
学
館
、
一
九
九

四
年
四
月
）
、
二
〇
一
頁
頭
注
参
照
。

「
『
古
事
記
』
の
「
王
」
」
（
『
青
山
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
四
、

一
九
九
三
年
一
月
）
。

131416151718

た
だ
し
、
応
神
記
の
「
百
済
國
主
照
古
王
」
・
「
新
羅
國
王
」
は
例

外
と
な
る
。

注
1
書
な
ど
。
た
だ
し
、
無
敬
称
の
皇
子
女
名
と
し
て
は
「
倭
飛

羽
矢
若
屋
比
費
」
（
孝
霊
記
）
の
例
も
あ
る
。

注
2
3
に
述
べ
る
冒
頭
記
述
の
例
な
ど
が
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
は
「
菟
道
騨
皇
子
」
（
応
神
二
年
三
月
壬
子

条
）
・
「
菟
道
纏
皇
女
」
（
同
上
）
・
「
名
形
雑
皇
女
」
（
允

恭
二
年
二
月
己
酉
条
）
・
「
講
皇
子
」
（
継
体
元
年
三
月
癸
酉

条
）
ら
が
あ
り
、
そ
の
下
に
他
の
要
素
を
伴
う
こ
と
の
な
い
『
古

事
記
」
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。

〈
系
譜
部
〉
・
〈
説
明
部
〉
の
用
語
は
久
田
泉
氏
「
『
古
事
記
』
氏
族

系
譜
記
載
の
方
法
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
五
八
－
四
、
一
九
八
一

年
四
月
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
若
野
毛
二
俣
王
系
譜
の
よ
う
な
皇

子
以
下
の
系
譜
は
〈
説
明
部
〉
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
系
譜
記

述
の
類
似
性
に
よ
り
く
系
譜
部
V
と
扱
っ
て
お
く
。

田
中
嗣
人
氏
は
、
「
天
皇
号
成
立
以
前
に
、
大
王
号
と
共
に
用
い

ら
れ
た
大
王
の
子
女
を
呼
ぶ
敬
称
は
イ
ラ
ツ
コ
・
イ
ラ
ッ
メ
で
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
さ
れ
る
（
「
郎
姫
考
」
〈
『
元
興
寺

研
究
月
報
』
五
六
、
一
九
七
二
年
六
月
V
、
「
覚
書
『
郎
姫
』
新

考
」
〈
『
同
志
社
大
学
博
物
館
学
年
報
』
六
、
一
九
七
五
年
五
月
〉
。

引
用
は
「
新
考
」
に
よ
る
）
。
し
か
し
、
本
稿
で
確
認
し
た
よ
う

に
『
古
事
記
』
の
「
郎
女
」
は
皇
女
・
后
妃
と
そ
れ
に
準
ず
る
者

で
あ
り
、
推
古
朝
の
天
皇
号
成
立
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
点
な
ど

で
も
容
易
に
従
い
が
た
い
。
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『古事記』中・下巻の敬称
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矢
嶋
氏
注
1
2
論
文
。

欽
明
三
十
二
年
三
月
壬
子
条
。
敏
達
十
四
年
三
月
条
に
「
坂
田
耳

子
王
」
と
あ
る
。

皇
極
元
年
是
歳
条
。
聖
徳
太
子
の
女
と
さ
れ
る
。

『
萬
葉
集
』
に
「
石
川
郎
女
」
（
2
1
九
六
題
）
な
ど
の
例
が
み
え
る
。

冒
頭
記
述
の
敬
称
と
し
て
は
他
に
「
王
」
・
「
御
子
」
も
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
使
い
分
け
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
解
明

さ
れ
て
い
な
い
。
既
往
の
論
考
で
は
、
藤
原
照
等
氏
「
古
事
記
の

敬
称
『
命
』
1
中
巻
と
下
巻
の
用
法
1
」
（
土
井
先
生
頒
寿
記
念
論

文
集
刊
行
会
編
『
国
語
史
へ
の
道
』
〈
三
省
堂
、
一
九
八
一
年
六

月
〉
）
が
こ
の
問
題
を
扱
う
が
、
中
・
下
巻
を
一
貫
し
て
捉
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
個
別
的
な
説
明
に
も
従
い
が
た
い
点

が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
志
水
義
夫
氏
「
『
古
事
記
』
下
巻
巻
末

系
譜
の
考
察
」
（
『
古
事
記
年
報
』
三
九
、
一
九
九
七
年
一
月
）
は

系
譜
の
段
階
的
形
成
の
結
果
と
推
測
す
る
が
、
文
脈
的
解
釈
を
試

み
る
余
地
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
真
福
寺
本
の
み
に
下
巻
の
天
皇
の
続
柄
と
し
て
「
伊
弊

本
別
王
御
子
市
邊
忍
歯
王
御
子
」
（
顕
宗
記
）
・
「
衰
祁
王
兄
」
（
仁

賢
記
）
・
「
品
太
王
五
世
孫
」
（
継
体
記
）
と
い
っ
た
も
の
が
み
え

る
が
、
続
柄
の
記
述
自
体
が
後
世
の
添
加
と
判
断
さ
れ
る
た
め
除

い
て
あ
る
（
吉
井
巖
氏
「
作
品
と
し
て
の
古
事
記
中
・
下
巻
の
構

造
」
〈
『
萬
葉
」
＝
二
八
、
一
九
九
一
年
三
月
〉
。
『
天
皇
の
系
譜
と

神
話
三
』
〈
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
一
〇
月
〉
三
所
収
）
。

記
紀
に
お
い
て
倭
建
命
は
天
皇
と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
常
陸
国

2726282930

風
土
記
』
に
「
倭
武
天
皇
」
と
み
え
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。

矢
嶋
氏
注
1
2
論
文
。

②
の
後
に
は
「
於
伊
呂
兄
王
、
元
及
兵
。
若
及
兵
者
、
必
人
咲
」

と
い
う
大
前
小
前
宿
祢
の
発
言
が
あ
る
。

矢
嶋
氏
注
1
2
論
文
は
「
本
牟
智
和
氣
御
子
」
の
唖
、
「
倭
建
御
子
」

の
粗
暴
さ
を
挙
げ
て
い
る
。

賀
茂
真
淵
以
来
の
諸
注
が
官
制
上
の
大
臣
と
は
異
な
る
も
の
と
し

て
い
る
が
、
大
臣
と
い
う
職
位
の
起
源
を
示
す
記
述
と
も
考
え
ら

れ
る
。

た
だ
し
、
注
1
書
な
ど
は
ト
部
家
系
統
本
に
よ
り
「
宿
祢
」
を
補

っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
か
の
・
け
ん
い
ち
　
博
士
後
期
課
程
）
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